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 要  旨 
ハミルトンパスとは対象領域内に存在する全ての点を一度だけ通るパスのことで指し、ハミル
トンパス問題とはその中で距離が最も短いパスを求める問題である。このハミルトンパス問題は
NP 困難な問題であり、大規模な問題を解くことが不可能であると言われている。そのため、多
くの研究では最適解を求めることよりも、計算時間が短く、できるだけ最適解に近い解を求める
ことが可能な近似解法について研究が行われてきた。代表的な近似解法の１つに 2opt法という方
法がある。この方法を用いることで近似解は、最適解との差が約 8%以内で、比較的短い計算時
間で求めることができると数値実験により実証されている。しかし、現実の問題を解くには、2opt
法の計算時間でさえ必ずしも最良な時間であるとは言えない。そのため、本研究では、2opt法に
分割手法を組み合わせることによって計算時間の改善を目指していく。分割手法とは 1つの領域
を複数の領域にすることで、各領域でのパスの生成時間を減らし、全体の計算時間を減少させて
いく方法である。しかし各点集合に対して得られたパスを最後に結合して１つのパスに戻す必要
があり、この結合の仕方により最後に得られたパスの距離が変化する傾向がある。そのため本研
究では、パスの距離の増加を抑えるために 6つの結合方法を適用し、数値実験を行う。 
最初の数値実験では分割数を変化させたときの分割手法による特徴について確認を行った。そ
の結果、分割数が増加するにつれて、解法によって得られるパスの距離が増加し、解を求めるの
にかかる計算時間は減少した。次に、点が存在する領域の幅や点間の移動速度に関する条件を変
えたときのそれぞれの最適な結合方法について調べた。1つ目は、領域の x軸方向と y軸方向の
長さを変化させ、最適な結合方法について実験した。その結果、領域の長さが x軸方向と y軸方
向で異なる場合には、各領域間の結合する方向を領域の長さの短い方向に結合していくことでパ
スの増加が比較的小さくなることが分かった。2 つ目は、点間の移動速度について x 軸方向と y
軸方向で異なっているときの最適な結合方法について実験した。その結果、移動速度の速い軸の
方向に結合することでパスの距離を比較的小さくすることができた。3 つ目に、領域の幅と移動
速度が同時に異なる場合についての結合方法について実験した。その結果、領域の幅に関してパ
スの距離の増加を抑える結合方向と点間の移動速度に関してパスの増加を抑える結合方向とが同
じ方向の場合、移動速度が減少してもパスの移動時間は増加しない場合があることを示した。 
 今後の課題としては、領域内のデータの分布に考慮した結合方法やそのときの最適な分割数を
求めることで、得られたパスの距離の増加を抑える方法を見出すことが挙げられる。 
